
生徒の皆さん、４月２８日に掲載したホームページでは５月１０日までの臨時休業期間の延長を連絡させて

いただきましたが、５月４日の政府からの「緊急事態宣言」の延長が発令されたことにより、臨時休業期間は

更に５月３１日（日）まで延長されることになりました。「自宅待機」がこれほどの長期間に及ぶ事態となるこ

とは、誰一人として経験したことのないことについて、羅針盤第１号でもお伝えした通りです。学校再開の日

の目途が、まだまだはっきりとはしない日々が過ぎていくこととなります。とても残念な思いでいっぱいでは

ありますが、この困難な状況の中でも生徒の皆さんには、少しでも有意義な時間を過ごし、成長してくれるこ

とを願っています。住吉中学校の校訓は、「自主 協調」です。制約を余儀なくされている生活の中においても、

主体的に考え、今なすべきことを見据えて、日々の家庭生活を過ごしてもらいたいと思っています。また、実

際に友だちと会うことができない生活が続くことにはなりますが、学校が再開した後は、これまで以上に仲間

とのしっかりとした繋がりを感じとりながら、学校生活を過ごしてほしいと思っています。校長室だより羅針

盤のサブタイトル「夢をきり拓く子どもたちのために」は、住吉中学校の教育目標である「自分を大切にし 周

りの人たちと共に 夢をきり拓く子どもたち」の最重要事項です。生徒の皆さんが、自分の持つ夢に向かって進

んでいくことができるよう、住吉中学校の全教職員が一丸となって支援していきたいと考えています。 

保護者の皆さま、平素より本校教育活動の推進のために、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

心より感謝申しあげます。現在の長い臨時休業期間が終われば、子どもたちが待ち望んでいる楽しい学校生活

が待っています。それまでの間、ご家庭におかれましては、子どもたちの健康管理とともに、規則正しい生活

を過ごすことによって、来たる学校再開の日に向けて備えていただきますよう、お願い申しあげます。現在、

日本の国は大きな岐路にたたされており、新型コロナウイルス感染症の増加は深刻なものがあり、正しい知識

を持ち、正しい行動をすることで、立ち向かっていく必要があることは、保護者の皆さまもご承知の通りです。

ご家庭でも、お子様と一緒に感染予防に引き続き努めていただき、また、報道発表等においては十分に理解す

ることが難しい内容もありますので、お子様が分かるように教えていただけましたら、更なる「深い学び」へ

とつながっていくと思いますので、よろしくお願いいたします。         （校長  坂井 伸治） 

◆ 校訓「自主 協調」の精神を！ 

大阪市立住吉中学校 校長室だより ～夢をきり拓く子どもたちのために～ 

羅  針  盤 
第 2 号 令和２年（２０２０年）５月１１日（月） 

◆ ベストセラー「ペスト」から学ぶべきこと 
フランスの作家アルベール・カミュの著書「ペスト」がベストセラーとなっています。 

「ペスト」は、今の世界状況を驚くほど予言的に描写している作品です。事態の軽視に 

始まって、やがて感染の拡大に戸惑う行政や市民・・・。ある日突然、市民が被った天 

災という不条理を、どのようにして、人々は乗り越えていくのか、・・・。 

不条理ながらも、生きていく道を探ってこそ人間であると考えたカミュ。この作品は、 

とても奥が深く、考えさせられる内容がたくさん散りばめられています。 

 

 

 


